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2. 1. 

試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
に
は
手
を
触
れ
な
い
こ
と
。

問
題
は

2
1
6
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
お

よ
び
解
答
用
紙
の
汚
損
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

三
解
答
は
す
べ
て
、

H
B
の
黒
鉛
筆
ま
た
は

H
B
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
記
入
す
る
こ
と
0

4

記
述
解
答
用
紙
記
入
上
の
注
意

(
l
)
記
述
解
答
用
紙
の
所
定
欄

(
2
カ
所
)
に
、
氏
名
お
よ
び
受
験
番
号
を
正
確
に
丁
寧
に
記
入
す
る
こ
と
。

(
2
)
所
定
欄
以
外
に
受
験
番
号
・
氏
名
を
記
入
し
た
解
答
用
紙
は
採
点
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

(
3
)
受
験
番
号
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
数
字
見
本
に
し
た
が
い
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
正
確
に
丁
寧
に
記

入
す
る
こ
と
。

数

字

見

本

O 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

(
4
)
解
答
に
際
し
て
、
文
字
数
の
指
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
改
行
で
生
じ
る
余
白
お
よ
び
句
読
点
も
文
字
数
に
含
め

る
こ
と
。

(
5
)
解
答
欄
に
句
読
点
を
記
入
す
る
際
に
は
、
句
読
点
も

1
マ
ス
に
記
入
す
る
こ
と
。

広
解
答
は
す
べ
て
所
定
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
所
定
欄
以
外
に
何
か
を
記
入
し
た
解
答
用
紙
は
採
点
の
対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

問
題
冊
子
の
余
白
等
は
適
宜
利
用
し
て
よ
い
が
、
ど
の
ペ

l
ジ
も
切
り
離
さ
な
い
こ
と
。

試
験
終
了
の
指
示
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
解
答
を
や
め
、
筆
記
用
具
を
置
き
解
答
用
紙
を
裏
返
し
に
す
る
こ
と
。

い
か
な
る
場
合
で
も
、
解
答
用
紙
は
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

9. 8. 7. 6. 



日
ぞ
れ
示
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
年
間
お
週
(
第
一
学
年
に
つ
い
て
は
斜
週
)
以
上
に
わ
た
っ
て
行
う
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
と

資
料
A
は
一
九
七
七

(
昭
和
白
)
年
、
資
料
B
は
二

O
一
七

平
成
却
)
年
に
つ
い
て
、
小
学
校
の
教
科
等
と
授
業
時
数
を
そ
れ

さ
れ
て
い
ま
す
(
学
習
指
導
要
領

総
則
編
に
よ
る
)
。

資
料
A
と
資
料
B
と
を
参
照
し
、
次
の
間
一
、
問
二
、
問
三
に
答
え
な
さ
い
。
文
字
数
の
指
定
が
あ
る
場
合
、
改
行
で
生
じ
る
余

白
お
よ
び
句
読
点
も
文
字
数
に
含
む
。
な
お
、
資
料
A
、
資
料
B
に
つ
い
て
は
、
抜
粋
等
、
試
験
用
に
加
工
し
た
部
分
が
あ
る
。

問

資
料
A
と
資
料

B
と
を
比
較
し
、
違
い
を
一
つ
挙
げ
、
そ
の
違
い
の
理
由
を
考
察
し
、

一
四

O
字
以
内
で
記
述
し
な
さ
い
。

問

資
料
A
や
資
料
B
に
は
な
い
、
小
学
校
の
「
新
し
い
教
科
」
(
新
教
科
)
を
一
つ
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
新
教
科

の
名
称
と
、
新
教
科
を
提
案
す
る
理
由
を
一

O
O
字
以
内
で
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

問

間
二
で
提
案
し
た
新
教
科
の
目
標
と
内
容
、
学
年
、
お
よ
び
学
習
評
価
の
仕
方
に
つ
い
て
、
解
答
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

解
答
欄
で
図
や
表
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
新
教
科
の
授
業
時
数
や
担
当
教
員
、
資
料
A
・
資
料

B
中
の
各
教

科
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
考
慮
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
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資料A

別表第 1 (第24条の 2関係)

区分 第 l学年 第2学年 第3学年 第4学年 第 5学年 第6学年

国 三口五口 272 280 280 280 210 210 

社 ぷヱ〉王、 68 70 105 105 105 105 

算 妻女 136 175 175 175 175 175 

各教科の 理 科 68 70 105 105 105 105 

授業時数
ュ日ヱ 楽 68 70 70 70 70 70 

図画工作 68 70 70 70 70 70 

家 庭 70 70 

体 育 102 105 105 105 105 105 

道徳、の授業時数 34 35 35 35 35 35 

特別活動の授業時数 34 35 35 70 70 70 

手念 授 業 時 妻女 850 910 980 1， 015 1， 015 1，015 

備考

l この表の授業時数の 1単位時間は、 45分とする O

2 第24条第2項の場合において、道徳のほかに宗教を加えるときは、宗教の授業

時数をもってこの表の道徳の授業時数の一部に代えることができる。

出典:学校教育法施行規則(昭和52年 7月23日文部省令第30号) (第二十四条の二関

係改正)

資料B

別表第一(第五十一条関係)

区分 第 1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

国 三日五口 306 315 245 245 175 175 

社 之z〉z、~ ~ 70 90 100 105 

算 妻女 136 175 175 175 175 175 

理 科~ ~ 90 105 105 105 

各教科の 生 活 102 105 ~ ~ ~ ~ 
授業時数

三日主 楽 68 70 60 60 50 50 

図画工作 68 70 60 60 50 50 

家 庭~ ~ ~ ~ 60 55 

体 二円t三Z 102 105 105 105 90 90 

外国語~ ~ ~ ~ 70 70 

特別の教科である道徳
34 35 35 35 35 35 

の 授 業 H土寸 妻女

外国語活動の授業時数~ ~ 35 35 ~ ~ 
総合的な学習の時間の/ レ/ 70 70 70 70 
授業時数

特別活動の授業時数 34 35 35 35 35 35 

リ?授 業 時 委文 850 910 980 1015 1015 1015 

備考

この表の授業時数の一単位時間は、四十五分とする O

一 特別活動の授業時数は、小学校学習指導要領で定める学級活動(学校給食に係

るものを除く。)に充てるものとする O

三 第五十条第二項の場合において、特別の教科である道徳のほかに宗教を加える

ときは、宗教の授業時数をもってこの表の特別の教科である道徳の授業時数の一

部に代えることができる。(別表第二から別表第二の三まで及び別表第四の場合

においても同様とする。)

出典:学校教育法施行規則J(平成29年 4月1日施行) (第五十一条関係)
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日

要
第

以
下
の
資
料
①
は
、
三
枝
好
恵
・
本
間
友
巳
が
著
し
た
「
『
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」

の
実
態
と
そ
の
分
析
」
(
京
都
教
育
大
学
教
育
実
践

一
号
、
二

O
一
一
年
刊
行
)
に
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
②
は
、
同
様
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
コ

ワ
ル
ス
キ
ー
が
他
の
研
究
者
(
リ
ン
パ

l
)
と
著
し
た
論
文
(
同
・
冨
・
問
。

d
S
E
E
S
-島∞
-
H
Y
E
Bず
旬

(
N
C
C
斗
)
目
。
。
許
可
。
巴
。

回己
]
1口
町
〉
目
。
ロ
m
冨
広
島
-o
∞
号
。
。
-
∞

zeEmu
向
、
。
ロ
ヨ
ミ
ミ
』
弘
之

gssN
司
S
ミ
Nwhpau
∞口問者同

-w∞M
M
'
∞ω
O
)

の

部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
読
み
、
次
の
間
四
と
間
五
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
で
は
、
改
行
で
生
じ
る

余
白
お
よ
び
句
読
点
も
文
字
数
に
含
む
。

間
四

資
料
①
と
資
料
②
を
参
考
に
し
て
、
従
来
の
い
じ
め
と
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
共
通
点
お
よ
び
相
違
点
に
つ
い
て
二

O
O
字
以
内

で
説
明
し
な
さ
い
。

間
五

資
料
①
と
資
料
②
を
参
考
に
し
て
、
主
に
中
学
校
に
お
け
る
教
育
場
面
で
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

教
育
支
援
が
必
要
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
二

O
O
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

資
料
①

三
枝
好
恵
・
本
間
友
巳
著
「
『
ネ
ッ
ト
い
じ
め
』
の
実
態
と
そ
の
分
析
」
(
一
部
改
変
)

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
と
「
従
来
型
い
じ
め
」
の
比
較

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
は
、
従
来
型
の
い
じ
め
以
上
に
、
相
手
と
接
触
を
持
た
ず
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
加
害
を
行
う

側
の
匠
名
性
や
広
域
性
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
対
応
の
難
し
さ
を
暗
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
加

害
者
を
特
定
し
に
く
い
事
態
で
は
、
予
防
も
含
め
た
対
応
が
極
め
て
困
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
に
お
け
る
適

4 

切
で
効
果
的
な
対
応
の
た
め
に
は
、
加
害
者
を
含
め
た
加
害
の
構
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
考
慮

す
る
と
、
匿
名
性
や
広
域
性
の
高
い
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
で
は
、
加
害
者
側
の
反
省
を
促
す
た
め
の
対
応
は
、
「
従
来
型
い
じ
め
」

と
比
較
し
て
困
難
と
=
一
日
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ケ

l
タ
イ
や
パ
ソ
コ
ン
が
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
も
い
ま
や
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
り
、
「
従

来
型
い
じ
め
」
と
区
別
な
く
認
知
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
急
速
な
広
が
り
が
続
け
ば
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
は

今
後
い
じ
め
の
主
な
様
態
に
な
る
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
そ
の
影
響
力
が
「
従
来
型
い
じ
め
」
と
同
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
早
急

に
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
な
の
で
あ
る
口

加
害
を
行
っ
た
理
由
に
つ
い
て
武
田

(
N
8
3
は
、
「
未
だ
自
分
た
ち
と
は
異
な
る
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
根
強
い
」

と
述
べ
て
お
り
、
特
に
自
分
よ
り
強
い
も
の
や
目
立
つ
も
の
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
感
情
が
働
き
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
口

し
か
し
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
加
害
者
に
は
「
そ
の
他
」
と
答
え
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
具
体
的
内
容
の
分
析
か
ら
、

一
方
的
な

気
分
や
感
情
で
い
じ
め
を
行
う
傾
向
が
推
測
さ
れ
た
。

一
過
性
の
否
定
的
気
分
や
感
情
を
解
放
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
「
ネ
ツ

ト
い
じ
め
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
被
害
者
と
の
関
係
も
、
永
続
的
な
つ
な
が
り
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
た

も
の
と
い
う
よ
り
も
、
表
面
的
な
結
び
つ
き
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
ネ
ッ
ト
い

じ
め
」
は
そ
れ
ほ
ど
長
期
化
せ
ず
に
、
比
較
的
短
い
期
間
で
終
結
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

い
じ
め
の
タ
イ
プ
に
よ
る
検
討

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
被
害
を
受
け
て
い
る
者
は
従
来
型
の
い
じ
め
で
も
被
害
者
に
な
り
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
加
害
を
行
っ
て

い
る
も
の
は
、
従
来
型
の
い
じ
め
で
も
加
害
者
に
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。



ま
た
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
で
被
害
・
加
害
の
両
方
を
経
験
し
て
い
る
者
は
、
従
来
型
の
い
じ
め
で
も
被
害
・
加
害
の
両
方
を
経

験
し
て
お
り
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
で
被
害
・
加
害
両
方
の
経
験
と
も
な
い
者
は
、
「
従
来
型
い
じ
め
」
の
経
験
も
少
な
い
傾
向
が
示

唆
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
従
来
型
い
じ
め
」
と
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
関
与
者
は
、
被
害
者
に
せ
よ
加
害
者
に
せ
よ
、
か
な

り
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
型
の
い
じ
め
被
害
を
経
験
し
て
い
る
者
は
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
被
害
も
経
験
し
て
い
る

可
能
性
が
高
く
、
同
様
に
「
従
来
型
い
じ
め
」
の
加
害
者
は
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
加
害
者
で
も
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

関
与
者
の
類
似
性
と
い
う
最
大
の
課
題
は
、
被
害
の
み
を
経
験
し
て
い
る
者
の
心
理
的
負
担
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
従

来
型
い
じ
め
」
に
加
え
て
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
の
被
害
を
経
験
し
て
い
る
者
の
心
理
的
な
負
担
は
、
か
な
り
大
き
い
と
推
測
で
き
る
。

例
え
ば
、
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
は
、
加
害
者
と
被
害
者
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
被
害
者
が
ど
こ
に
い
よ
う
と
行
わ
れ
る

た
め
、
被
害
者
の
逃
げ
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
者
の
逃
げ
場
所
は
極

端
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
被
害
者
が
「
従
来
型
い
じ
め
」
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、
影
響
は
非
常
に
大
き

く
深
刻
な
も
の
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
が
新
た
な
手
段
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
る
な
か
、
被
害
者
へ
の
支

援
に
向
け
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
力
を
注
い
で
い
く
必
要
性
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

※ 

資
料
①
・
②
で
の
文
献
の
引
用
に
際
し
て
、
本
文
中
の
注
釈
の
削
除
、
表
記
の
変
更
、
文
章
の
一
部
省
略
を
行
っ
た
。
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資料② R.M. Kowalski and S.P. Limber (2007) Electronic Bullying Among Middle School Students， Journal of Adolescent Health， 41， 6， suppl.， S22-S30 (一部改変)

Bullying is commonly defined as repeated aggressive behavior in which there is an imbalance of power between the parties. Traditionally bullying has 

included overt physical acts (e.g.， hitting， shoving) and verbal abuse (e.g.， taunting， name司calling)as well as more subtle or indirect actions such as 

social exclusion and rumor-spreading. More recently， the proliferation of electronic communications technologies has afforded children and youth a new 
means of bullying. Electronic bullying includes bullying through e-mail， instant messaging， in a chat room， on a website， or through digital messages or 

images sent to a cell phone. 

Although electronic bullying has received extensive attention in the popular press， few studies have assessed the nature and extent of electronic 

bullying among students. What research has been conducted has focused primarily on the frequency of children's use of the Internet (e.g.， instant 
messaging， e-mail， social network sites) and their experiences with Internet harassment (e.g.， repetitive messages sent to a target that cause emotional 
distress to that target). 

Such studies attest to the “wired" culture within which contemporary teenagers operate. One study found that 97% of adolescents 12-18 years of age 

use the Internet. More than half of those teens surveyed for the Pew Internet & American Life Project indicated that they spent time each day online. 
Almost half (45%) had their own cell phone and one third communicated via text messaging. 

There is debate as to whether high levels of Internet use interfere with psychological functioning. On the positive side， Internet use opens up the 
possibility for the development of new relationships and the easy maintenance of existing friendships. On the negative side， Kraut et al. found higher 
levels of Internet use to be associated with higher levels of depression and loneliness. Furthermore， one of the most compelling and arguably most 
dangerous aspects of the Internet is that it allows people to maintain their anonymity when communicating with others. Unfortunately people are more 
likely to communicate messages on the Internet that they would not say to another person's face. 

The potential threat of anonymity provided by the Internet is compounded by the fact that people cannot see the target's emotional reactions. Thus， 
reactions such as crying， which might lead people to realize that their comments have 

〔注Jproliferation :普及、拡がること/“wired"cu1ture :有線文化/compelling and arguably :説得力があり、間違いなく/compounded :悪化する/

vulnerability :脆弱性
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